
ⅰ.あなたの属性について 

Q1 

あなたの年齢をご記入ください。  

 歳 

Q2 

あなたの性別はどちらにあてはまりますか。 

○ 男性

○ 女性

Q3 

あなたが通っている大学/大学院はどれにあてはまりますか。 

○ 国立

○ 公立

○ 私立

Q4 

あなたが通っている大学/大学院名をお答えください。 例:○○大学  

Q5 

あなたが通っている大学/大学院の所在地はどちらですか。 

---

61 レイアウトやフォント等、実際にオンライン上に設置した回答ページとは異なる。また、本参考資料中に下線波線で

示した部分は、実際の回答ページには表示していない（記載の条件により、回答ページの表示を変更するように設定し

た）。また、本資料には詳細を記載していないが、調査実施の際には、例えば年齢の欄は 18 歳～99 歳までしか入力でき

ないようにするなど、設問ごとに矛盾回答等が生じないように一定の条件を設けた部分がある。
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Q6 

あなたは、現在の大学・大学院に進学する前に社会人としての経験はありますか。 

○ ある

○ ない

Q7 

あなたの専攻はどれにあてはまりますか。 

○ 人文科学(文学、史学、哲学等)

○ 社会科学(法学・政治学、商学・経済学、経営学、社会学等)

○ 理学(数学、物理学、化学、生物学、地学等)

○ 工学(機械工学、電気通信工学、土木建築工学、航空工学等)

○ 農学(農学、農業経済学、林学、獣医学、畜産学、水産学等)

○ 保健(医学、歯学、薬学、看護学等)

○ 商船(航海学、運送学等)

○ 家政(家政学、被服学)

○ 教育(教育学、特別支援教育課程等)

○ 芸術(芸術、デザイン、音楽等)

○ その他(教養学、国際関係学、総合科学、一般教養課程等)

Q8 

現在のあなたの学年をお選びください。 

※留年や休学、留学等をされた方で、平成 28(2016)年 3 月に卒業・修了をする年次の方について

は、「大学 4 年生」あるいは「大学院修士課程(博士前期課程)2 年生」を選択してください。  

○ 大学 1年生

○ 大学 2年生

○ 大学 3年生

○ 大学 4年生

○ 大学院修士課程(博士前期課程)1 年生

○ 大学院修士課程(博士前期課程)2 年生

○ その他

※「その他」を選択した者は Q8 までで調査終了。 
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Q9 

あなたは、現在通っている大学/大学院を卒業・修了後にどのような進路を予定(希望)していますか。 

既に進路が決まっている場合は、Q9_1 の「予定(希望)する進路」の欄に、その進路について選択して

ください 

希望する進路が複数ある場合には、希望する進路を全て選んだ上で、最も希望する進路について、1

つだけ選択してください。 

※現在学部生で、大学院に進学した後に就職することを予定(希望)している場合、ここでは、「進学

(国内)」や「海外留学」を選択してください。  

予
定
（
希
望
）
す
る
進
路

（
あ
て
は
ま
る
も
の
全
て
）

希
望
す
る
進
路
が
複
数
あ
る

場
合
、
最
も
希
望
す
る
進
路

（
ひ
と
つ
だ
け
）

民間企業に就職 □ □ 

公務員に就職 □ □ 

教職員に就職 □ □ 

NPO に就職 □ □ 

自営・家業に就職 □ □ 

その他の就職 □ □ 

進学(国内) □ □ 

海外留学 □ □ 

起業する □ □ 

社会人としての経験があり、卒業・修了後に元の職場に復職 □ □ 

就職も進学も考えていない □ □ 

まだわからない □ □ 

※「社会人としての経験があり、卒業・修了後に元の職場に復帰」「就職も進学も考えていない」を選択した者は Q9 で調査終了。 
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ⅱ.「インターンシップ」について 

Q10 

あなたは大学/大学院に入学以後、これまでにインターンシップに参加したことがありますか。参加し

たことがある方については、何回程度参加したことがあるかについてもお教えください。  

○ 参加したことがある(1 回)

○ 複数回参加したことがある(  回程度)

○ 参加したことがない

※「参加したことがある(1 回)」を選択した者は Q10_1_1 に回答の上 Q10_2 へ。 

※「複数回参加したことがある」を選択した者は Q10_1_2 に回答の上 Q10_2 へ。 

※「参加したことがない」を選択した者は Q11_1 もしくは Q11_2 へ。 

Q10_1_1 

参加日数は何日でしたか。 

日間 

Q10_1_2 

参加日数は何日でしたか。 

最も期間が短かったものと最も期間が長かったものについてお教えください。 

※最も期間が短かったものと最も期間が長かったものが同じ場合には、同じ数字を記入してください。 

最も期間が短かったもの  日間

最も期間が長かったもの  日間
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Q10_2 

インターンシップに参加した時期はいつですか。時期別の参加状況についてお教えください。 

なお、学年別に、その時期には参加していない場合には、「左記の期間には参加していない」を選択

してください。(それぞれ当てはまるもの全て)  

4 月~

6 月 

7 月~

9 月 

10 月

~12 月 

1 月~ 

3 月 

左
記
の
期
間
に
は

参
加
し
て
い
な
い

大学 1 年生時 □ □ □ □ □

大学 2 年生時 □ □ □ □ □

大学 3 年生時 □ □ □ □ □

大学 4 年生時 □ □ □ □ □

大学院修士課程（博士前期課程）1 年生時 □ □ □ □ □

大学院修士課程（博士前期課程）2 年生時 □ □ □ □
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ⅲ.就職活動の参加状況等について 

※大学 1 年生～3 年生、大学院修士課程(博士前期課程)1 年生は Q11_1 に回答。 

※大学 4 年生、大学院修士課程(博士前期課程)2 年生は Q11_2 に回答。 

Q11_1 

現在通っている大学/大学院を卒業・修了するにあたっての、就職活動(民間企業・官公庁等の職業

に就くための活動)に関する予定をお答えください。  

○ 就職活動を行う予定である

○ 就職活動を行う予定はない

○ 就職活動を行うかまだわからない

※「就職活動を行う予定はない」を選択した者は Q11_1 までで調査終了。それ以外の者は Q12 へ。 

Q11_2 

就職活動(民間企業・官公庁等の職業に就くための活動)を行いましたか。 

○ 就職活動を行った

○ 就職活動を行わなかった

※「就職活動を行わなかった」を選択した者は Q11_2 までで調査終了。「就職活動を行った」を選択した者は Q19 へ。 
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ⅳ-1.「就職活動」「就職活動時期後ろ倒し」について 

※Q12～Q18 は、大学 1 年生～3 年生、大学院修士課程(博士前期課程)1 年生で「就職活動を行う予定である」または「就職活

動を行うかまだわからない」を選択した者が対象。 

Q12 

あなたは就職先についてどのような考えを持っていますか。 

○ 企業規模よりも、業界を優先する

○ 業界よりも、大企業であることを優先する

○ 業界よりも、中堅・中小企業であることを優先する

○ 業界よりも、ベンチャー企業であることを優先する

○ 業界や規模について特にこだわりはない

Q13 

あなたは就職活動を行うにあたり、不安なことがありますか。 

特に不安に思うものを最大 3 つまでお選びください。(3 つまで)  

○ 自分にどのような職業が適しているのか

○ どのような準備や対策をすべきなのか

○ いつから準備や対策を始めるべきなのか

○ どのように情報を集めるのか

○ 誰に相談したら良いのか

○ 授業、試験と就職活動を両立することが出来るのか

○ 留学すると就職活動に出遅れないのか

○ どのように就職活動を進めればよいのか

○ うまく自己アピールできるのか

○ 企業の雰囲気や具体的な業務内容がわからない

○ どのような基準で採用選考をしているのか

○ どのような人材を求めているのか

○ いつまでに内定が出るのか

○ 最終的に就職できるのか

○ 就職してから職場になじめるのか

○ その他

○ 特に不安はない
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平成 28(2016)年 3 月卒業・修了予定者(現在の大学 4 年生、修士課程 2 年生等)から、就職・採用活

動時期について、広報活動は卒業・修了年度に入る直前の 3 月 1 日(従来は 12 月 1 日)以降に、採

用選考活動は卒業・修了年度の 8 月 1 日(従来は 4 月 1 日)以降に開始するよう政府として関係団体

に要請しました。(以下、「就職活動時期後ろ倒し」という。) 

以下の設問では、「就職活動時期後ろ倒し」に伴う変化等についておたずねします。 

Q14 

あなたは「就職活動時期後ろ倒し」について知っていましたか。 

○ よく知っていた

○ ある程度知っていた

○ 聞いたことはあるがあまりよく知らなかった

○ 知らなかった
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Q15 

「就職活動時期後ろ倒し」に関し、あなたは、「時期変更によって生じた期間」(大学 3 年生時又は大

学院修士課程(博士前期課程 1 年生時)の 12 月から 3 月まで)をどのようなことに有効活用しようと思

いますか。 

特に優先度が高いものを最大 3 つまでお選びください。(3 つまで)  

○ 授業

○ ゼミ・研究活動

○ 海外留学

○ インターンシップ

○ 業界研究などの就活準備

○ 資格取得

○ ボランティア活動

○ 部活動

○ クラブやサークル活動

○ アルバイト

○ 旅行

○ 趣味・遊び

○ その他

○ 特にない

○ わからない

Q16 

「就職活動時期後ろ倒し」について、よい影響があると思うことはどのようなことですか。 

特に良い影響があると思うものを最大 3 つまでお選びください。(3 つまで)  

○ 主に大学 3 年生時(大学院修士課程(博士前期課程)1 年生時)の学修時間をより多く確保す

ることができる

○ 大学/大学院での専門分野についてより多く学んだ上で就職活動を行える

○ 海外の大学に留学する機会が増加する

○ 海外へ留学し帰国した後に就職活動ができる

○ インターンシップに参加する機会が増加する

○ 企業や仕事のことを調べる時間をより多く確保することができる

○ 自身の進路のことをよりじっくりと考える時間を持つことができる

○ 就職活動期間が比較的短くて済むようになる

○ ボランティア、部活動、クラブやサークル活動など課外活動に取り組む機会が充実する

○ その他

○ 特にない

○ わからない
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Q17 

「就職活動時期後ろ倒し」について、不安に思っていることは何ですか。 

特に不安に思っていることを最大 3 つまでお選びください。(3 つまで)  

○ 主に大学 4 年生時(大学院修士課程(博士前期課程)2 年生時)の授業と重なり、授業がおろ

そかになる

○ 卒業論文(研究)・修士論文(研究)の時期と重なり、論文(研究)のための時間が十分に確保

できない

○ 教育実習と時期が重なる

○ 就職先決定までの期間が短くなり、就職先が決まらない可能性がある

○ 就職活動の期間が実質的に長期化し、負担が大きくなる

○ どのように就職活動に臨めばよいかよくわからない

○ 企業に関する情報収集の期間が長くなり、もどかしい

○ ボランティア、部活動、クラブやサークル活動など課外活動に取り組む機会が減る

○ その他

○ 特にない

○ わからない

Q18 

あなたは、「就職活動時期後ろ倒し」にあたり、大学・大学院に充実してほしいことがありますか。特に

重視するものを最大 3 つまでお選びください。(3 つまで)  

○ 大学の授業の充実 ○ 企業マッチングサービス

○ 試験などの学事日程の調整 ○ Uターン、Iターン就職支援

○ ゼミ・研究等の日程の調整 ○ 大学 OB・OG との懇談会の開催

○ キャリア教育科目の充実 ○ 自己分析の指導

○ 大学就職課(キャリアセンター)の充実 ○ 就職に関する個別相談・カウンセリング

○ 就職ガイダンス ○ 履歴書・エントリーシートの書き方の指導

○ 業界・企業研究の指導 ○ 面接対策

○ 企業を呼んだキャリアガイダンス ○ その他

(学内セミナーへの参加を含む)

○ キャリアプランニングの指導 ○特にない

○ インターンシップの紹介 ○わからない
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ⅳ-2.「就職活動」「就職活動時期後ろ倒し」について 

※Q19 以降は、大学 4 年生または大学院修士課程(博士前期課程)2 年生で「就職活動を行った」を選択した者が対象。 

Q19 

あなたは就職先についてどのような考えを持っていますか。 

○ 企業規模よりも、業界を優先する

○ 業界よりも、大企業であることを優先する

○ 業界よりも、中堅・中小企業であることを優先する

○ 業界よりも、ベンチャー企業であることを優先する

○ 業界や規模について特にこだわりはない

Q20 

あなたは就職活動を行うにあたり、どのようなことが不安でしたか。 

特にあてはまるものを最大 3 つまでお選びください。(3 つまで)  

○ 自分にどのような職業が適しているのか

○ どのような準備や対策をすべきなのか

○ いつから準備や対策を始めるべきなのか

○ どのように情報を集めるのか

○ 誰に相談したら良いのか

○ 授業、試験と就職活動を両立することが出来るのか

○ 留学すると就職活動に出遅れないのか

○ どのように就職活動を進めればよいのか

○ うまく自己アピールできるのか

○ 企業の雰囲気や具体的な業務内容がわからない

○ どのような基準で採用選考をしているのか

○ どのような人材を求めているのか

○ いつまでに内定が出るのか

○ 最終的に就職できるのか

○ 就職してから職場になじめるのか

○ その他

○ 特に不安はない
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Q21 

志望していた(希望している)就職先の業界を教えてください。(当てはまるもの全て) 

※既に就職先が決まっている人については、就職活動を行う際に志望していた業界を教えてください  

○ 鉱業、採石業、砂利採取業

○ 建設業

○ 製造業

○ 電気、ガス、熱供給、水道業

○ 情報通信業

○ 運輸業、郵便業

○ 卸売業、小売業

○ 金融業、保険業

○ 不動産業、物品賃貸業

○ 学術研究、専門・技術サービス業

○ 宿泊業、飲食サービス業

○ 生活関連サービス業、娯楽業

○ 教育、学修支援業

○ 医療・福祉

○ 複合サービス業

○ サービス業(他に分類されないもの)

○ 公務

○ その他
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平成 28(2016)年 3 月卒業・修了予定者(現在の大学 4 年生、修士課程 2 年生等)から、就職・採用活

動時期について、広報活動は卒業・修了年度に入る直前の 3 月 1 日(従来は 12 月 1 日)以降に、採

用選考活動は卒業・修了年度の 8 月 1 日(従来は 4 月 1 日)以降に開始するよう政府として関係団体

に要請しました。(以下、「就職活動時期後ろ倒し」という。) 

以下の設問では、「就職活動時期後ろ倒し」に伴う変化等についておたずねします。 

Q22 

あなたは就職活動を開始するにあたり、「就職活動時期後ろ倒し」について知っていましたか。 

○ よく知っていた

○ ある程度知っていた

○ 聞いたことはあるがあまりよく知らなかった

○ 知らなかった
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Q23 

「就職活動時期後ろ倒し」に関し、あなたは、「時期変更によって生じた期間」(大学 3 年生時又は大

学院修士課程(博士前期課程 1 年生時)の 12 月から 3 月まで)をどのようなことに有効活用しました

か。 

特に優先度が高かったものを最大 3 つまでお選びください。(3 つまで)  

○ 授業

○ ゼミ・研究活動

○ 海外留学

○ インターンシップ

○ 業界研究などの就活準備

○ 資格取得

○ ボランティア活動

○ 部活動

○ クラブやサークル活動

○ アルバイト

○ 旅行

○ 趣味・遊び

○ その他

○ 特にない

○ わからない

Q24 

「就職活動時期後ろ倒し」について、よい影響があったと思うことはどのようなことですか。 

特に良い影響があったと思うものを最大 3 つまでお選びください。(3 つまで)  

○ 主に大学 3 年生時(大学院修士課程(博士前期課程)1 年生時)の学修時間をより多く確保す

ることができた

○ 大学/大学院での専門分野についてより多く学んだ上で就職活動を行えた

○ 海外の大学に留学する機会が増加した

○ 海外へ留学し帰国した後に就職活動ができた

○ インターンシップに参加する機会が増加した

○ 企業や仕事のことを調べる時間をより多く確保することができた

○ 自身の進路のことをよりじっくりと考える時間を持つことができた

○ 就職活動期間が比較的短くて済むようになった

○ ボランティア、部活動、クラブやサークル活動など課外活動に取り組む機会が充実した

○ その他

○ 特にない

○ わからない
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Q25 

「就職活動時期後ろ倒し」について、就職活動中に課題になったことは何ですか。 

特に課題になったことを最大 3 つまでお選びください。(3 つまで)  

○ 主に大学 4年生時(大学院修士課程(博士前期課程)2 年生時)の授業と重なり、授業がおろ

そかになった

○ 卒業論文(研究)・修士論文(研究)の時期と重なり、論文(研究)のための時間が十分に確

保できなかった

○ 教育実習と時期が重なった

○ 就職先決定までの期間が短くなり、就職先が決まらない可能性があった

○ 就職活動の期間が実質的に長期化し、負担が大きくなった

○ どのように就職活動に臨めばよいかよくわからなかった

○ 企業に関する情報収集の期間が長くなり、もどかしかった

○ ボランティア、部活動、クラブやサークル活動など課外活動に取り組む機会が減った

○ その他

○ 特にない

○ わからない

Q26 

あなたは、「就職活動時期後ろ倒し」にあたり、大学・大学院に充実してほしかったことがありますか。

特に重視するものを最大 3 つまでお選びください。(3 つまで)  

○ 大学の授業の充実 ○ 企業マッチングサービス

○ 試験などの学事日程の調整 ○ Uターン、Iターン就職支援

○ ゼミ・研究等の日程の調整 ○ 大学 OB・OG との懇談会の開催

○ キャリア教育科目の充実 ○ 自己分析の指導

○ 大学就職課(キャリアセンター)の充実 ○ 就職に関する個別相談・カウンセリング

○ 就職ガイダンス ○ 履歴書・エントリーシートの書き方の指導

○ 業界・企業研究の指導 ○ 面接対策

○ 企業を呼んだキャリアガイダンス ○ その他

(学内セミナーへの参加を含む)

○ キャリアプランニングの指導 ○特にない

○ インターンシップの紹介 ○わからない
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ⅴ.就職活動の経過について 

Q27 

平成 27 年 10 月 1 日までに、あなたは何社から内々定を受けましたか。 

○ 1社から内々定を受けた

○ 複数社から内々定を受けた(  社)

○ 内々定は受けていない

※「1 社から内々定を受けた」を選択した者は Q27_1_1～Q27_1_3 に回答の上 Q28 へ。 

※「複数社から内々定を受けた」を選択した者は Q27_2_1～Q27_2_6 に回答の上 Q28 へ。 

※「内々定を受けていない」を選択した者は Q28 へ。 

Q27_1_1 

内々定を受けたのはいつ頃ですか。 

実質的に内々定を得たと感じた時期についてお答え下さい。(ひとつだけ)  

平成 26 年 平成 27 年 
9 月

以前
10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月

実質的に内々定

を受けた時期
□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

Q27_1_2 

内々定先の企業規模(従業員数)を教えてください。 

○ 99 人以下

○ 100 人～299 人

○ 300 人～999 人

○ 1,000 人～4,999 人

○ 5,000 人～9,999 人

○ 10,000 人以上

○ わからない
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Q27_1_3 

内々定を受けた先の業界を教えてください。 

○ 鉱業、採石業、砂利採取業

○ 建設業

○ 製造業

○ 電気、ガス、熱供給、水道業

○ 情報通信業

○ 運輸業、郵便業

○ 卸売業、小売業

○ 金融業、保険業

○ 不動産業、物品賃貸業

○ 学術研究、専門・技術サービス業

○ 宿泊業、飲食サービス業

○ 生活関連サービス業、娯楽業

○ 教育、学修支援業

○ 医療・福祉

○ 複合サービス業

○ サービス業 (他に分類されないもの)

○ 公務

○ その他

○ わからない

Q27_2_1 

最初に内々定を受けたのはいつ頃ですか。 

また、就職予定の企業の内々定を受けたのはいつ頃ですか。 

実質的に内々定を得たと感じた時期についてお答え下さい。(それぞれひとつずつ) 

※内々定を得たが就職する企業をまだ決めていない場合には、一番候補として考えている企業につ

いて回答してください 

※内々定を得たが就職予定の企業がない場合は、「就職予定の企業はない」を回答してください  

平成 26 年 平成 27 年 就
職
予
定
の

企
業
は
な
い

9 月

以前 
10月 11 月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

最初の

内々定
□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

就職予定の

企業の内々定
□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □
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Q27_2_2 

最初に内々定を受けた先の企業規模(従業員数)を教えてください。 

○ 99 人以下

○ 100 人～299 人

○ 300 人～999 人

○ 1,000 人～4,999 人

○ 5,000 人～9,999 人

○ 10,000 人以上

○ わからない

Q27_2_3 

最初に内々定を受けた先の業界を教えてください。 

○ 鉱業、採石業、砂利採取業

○ 建設業

○ 製造業

○ 電気、ガス、熱供給、水道業

○ 情報通信業

○ 運輸業、郵便業

○ 卸売業、小売業

○ 金融業、保険業

○ 不動産業、物品賃貸業

○ 学術研究、専門・技術サービス業

○ 宿泊業、飲食サービス業

○ 生活関連サービス業、娯楽業

○ 教育、学修支援業

○ 医療・福祉

○ 複合サービス業

○ サービス業 (他に分類されないもの)

○ 公務

○ その他

○ わからない
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Q27_2_4 

就職予定の企業の企業規模(従業員数)を教えてください。 

○ 99 人以下

○ 100 人～299 人

○ 300 人～999 人

○ 1,000 人～4,999 人

○ 5,000 人～9,999 人

○ 10,000 人以上

○ わからない

Q27_2_5 

就職予定の企業の業界を教えてください。 

○ 鉱業、採石業、砂利採取業

○ 建設業

○ 製造業

○ 電気、ガス、熱供給、水道業

○ 情報通信業

○ 運輸業、郵便業

○ 卸売業、小売業

○ 金融業、保険業

○ 不動産業、物品賃貸業

○ 学術研究、専門・技術サービス業

○ 宿泊業、飲食サービス業

○ 生活関連サービス業、娯楽業

○ 教育、学修支援業

○ 医療・福祉

○ 複合サービス業

○ サービス業 (他に分類されないもの)

○ 公務

○ その他

○ わからない
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Q27_2_6 

就職予定の企業 1 社を残して他の企業からの内々定を断ったのはいつですか。 

平成 26 年 平成 27 年 ま
だ
断
っ
て

い
な
い

9 月

以前 
10月 11 月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

時期 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

Q28 

いつ頃から業界や企業の分析を開始しましたか。 

平成 26 年 平成 27 年 特
段
行
わ
な

か
っ
た

9 月

以前 
10月 11 月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

時期 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

Q29 

企業説明会やセミナー等について、最初に参加した時期、参加のピーク、最後に参加した時期は、そ

れぞれいつ頃でしたか。(それぞれひとつずつ)  

平成 26 年 平成 27 年 特
段
参
加
し

な
か
っ
た9 月

以前 
10月 11 月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

最初に参加

した企業説明

会等の時期
□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

□
企業説明会等

への参加の

ピーク
□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

最後に参加

した企業説明

会等の時期
□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

※「特段参加しなかった」を選択した者は Q30 へ。それ以外の者は Q29SQ_1,Q29SQ_2 に回答の上 Q30 へ。 

Q29SQ_1 

合計で何社の企業説明会やセミナーに参加しましたか。 

※合同企業説明会などにおいて複数社の説明を受けた場合、それぞれ 1 社とカウントしてください。  

社程度 
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Q29SQ_2 

説明会やセミナーの参加の際などにおいて、希望しているにもかかわらず参加できなかったなど、大

学・学部等によって参加の可否の状況等に違いがあると感じたことはありますか。  

○ ない

○ ある

Q30 

エントリーシート提出について、最初に提出した時期、提出のピーク、最後に提出した時期は、それぞ

れいつ頃でしたか。(それぞれひとつずつ) 

※ここで言うエントリーシートの提出とは、企業や官公庁などの採用選考に参加するための応募シー

トを提出することを指します。就職情報会社のサイト等への登録のみの場合は提出数に入れないでく

ださい。  

平成 26 年 平成 27 年 特
段
行
わ
な

か
っ
た9 月

以前 
10月 11 月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

最初にエント

リーシートを

提出した時期
□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

□
エントリー

シートの提出

のピーク
□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

最後にエント

リーシートを

提出した時期
□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

※「特段行わなかった」を選択した者は Q31 へ。それ以外の者は Q30SQ_1 に回答の上 Q31 へ。 

Q30SQ_1 

あなたはエントリーシートを何社に提出しましたか。 

社程度 
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Q31 

採用面接について、最初に受けた時期、採用面接のピーク、最後に受けた時期は、それぞれいつ頃

でしたか。(それぞれひとつずつ) 

※「面談」や「相談会」などの名称の下に行われた企業との接触について、それが実質的に採用面接

だと感じた場合は、その接触を採用面接として考えてください。  

平成 26 年 平成 27 年 特
段
行
わ
な

か
っ
た9 月

以前 
10月 11 月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

最初に受けた

採用面接の

時期
□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

□
採用面接

の

ピーク
□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

最後に受けた

採用面接の

時期
□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

※「特段行わなかった」を選択した者は Q32 へ。それ以外の者は Q31SQ_1,Q31SQ_2 に回答の上 Q32 へ。 

Q31SQ_1 

合計で何社の企業の採用面接を受けましたか。 

社程度 

Q31SQ_2 

第 1 志望の企業の採用面接時期はいつでしたか。 

(複数月に渡って採用面接が行われた場合は、複数回答してください)  

平成 26 年 平成 27 年 
9 月

以前
10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月

採用面接

時期
□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □
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Q32 

夏期の就職活動はいわゆるクールビズで行いましたか。 

※クールビズとは、ジャケットやネクタイを着用しない、節度あるビジネス用の服装を指します。  

○ 全てをクールビズで行った

○ 全てではないが多くをクールビズで行った

○ クールビズで行ったのは半数程度だった

○ クールビズで行ったこともあったが、少なかった

○ クールビズで行ったものはなかった

○ 夏期には就職活動を行わなかった

Q33 

「就職活動時期後ろ倒し」の目的の 1 つに学修時間の確保があります。 

あなたは、「就職活動時期後ろ倒し」によって学修時間の確保ができましたか。 

時期別にお教えください。(それぞれひとつずつ)  

①
就
職
活
動
の
影
響
を
ほ
と
ん
ど
受
け
る

こ
と
な
く
十
分
学
修
時
間
を
確
保
で
き
た

②
就
職
活
動
に
少
し
時
間
を
割
く
こ
と
が

あ
っ
た
が
、
必
要
な
学
修
時
間
は
確
保
で
き

③
就
職
活
動
に
時
間
を
割
く
こ
と
が
あ
っ

た
が
、
一
定
の
学
修
時
間
は
確
保
で
き
た

④
就
職
活
動
に
時
間
を
取
ら
れ
、
あ
ま
り
学

修
時
間
が
確
保
で
き
な
か
っ
た

⑤
就
職
活
動
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
学
修
時
間

の
確
保
が
で
き
な
か
っ
た

⑥
就
職
活
動
に
時
間
を
取
ら
れ
た
が
、
学
修

時
間
へ
の
影
響
は
な
か
っ
た

平成 26 年 9 月～11 月の時期 □ □ □ □ □ □

平成 26 年 12 月～平成 27 年 2 月の時期 □ □ □ □ □ □

平成 27 年 3 月～5 月の時期 □ □ □ □ □ □

平成 27 年 6 月～7 月の時期 □ □ □ □ □ □

平成 27 年 8 月～9 月の時期 □ □ □ □ □ □

Q34 

「就職活動時期後ろ倒し」の目的の 1 つに海外留学の促進があります。 

海外留学について、あなたに当てはまるものを選んでください。  

○ 大学 3年生時(大学院修士課程(博士課程前期)1 年生時)から海外留学した

○ その他の学年時に海外留学した

○ 大学 3年生時(大学院修士課程(博士課程前期)1 年生時)からの海外留学を検討したが、

実際には海外留学はしなかった

○ その他の学年時の海外留学を検討したが、実際には海外留学はしなかった

○ いずれの学年時においても海外留学を検討しなかった
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※「大学 3 年生時(大学院修士課程(博士課程前期)1 年生時)から海外留学した」を選択した者は Q34_1_1,Q34_2 に回答の上 Q35

へ。それ以外の者は Q35 へ。 

Q34_1_1 

留学を開始した時期と期間を教えてください。 

留学を開始した時期・・・大学 3 年生の  月 

留学をした期間・・・  ヶ月 

留学を開始した時期・・・大学院 1 年生の  月

留学をした期間・・・  ヶ月 

Q34_2 

あなたの海外留学に関して、「就職活動時期後ろ倒し」が及ぼした影響について、当てはまるものを

選んでください。  

○ 「就職活動時期後ろ倒し」により、就職活動が遅れることを気にすることなく留学するこ

とができた

○ 留学生向けの採用枠により採用されることを考えていたので、「就職活動時期後ろ倒し」に

よる影響はなかった

○ もともと留学を終えてから就職活動を始めようとしていたので、「就職活動時期後ろ倒し」

による影響はなかった

○ 就職活動に間に合うように、予定していた留学期間を短くした

○ その他

Q35 

採用面接において、研究・ゼミや専門分野などの学業への取組や成績等の質問などを受け、その内

容が採用選考の評価に関係していると感じましたか。  

○ 評価に深く関係していると感じた

○ 評価にある程度関係していると感じた

○ 評価にあまり関係していないと感じた

○ 評価に全く関係していないと感じた

○ 学業への取組や成績等について質問されなかった
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Q36 

「就職活動時期後ろ倒し」に対応して、大学の授業や試験などの学事日程は配慮されたものとなって

いましたか。  

○ 十分に配慮されていた

○ ある程度配慮されていた

○ あまり配慮されていなかった

○ まったく配慮されていなかった

Q37 

「就職活動時期後ろ倒し」等の就職活動のスケジュールに関する情報は十分に得ることはできました

か。  

○ 十分に得ることができた

○ 必要最低限の情報は得ることができた

○ 十分な情報は得られなかった

Q38 

あなたにとって、就職活動が「始まった」と考えるのはいつですか。(ひとつだけ)  

平成 26 年 平成 27 年 わ

か

ら

な
い

9 月

以前 
10月 11 月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

時就職活動が

「始まった」

と考える時期
□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

※Q39 以降は Q27 で「1 社から内々定を受けた」または「複数社から内々定を受けた」を選択した者が回答。 

※「内々定は受けていない」を選択した者は Q38 で調査終了。 

Q39 

あなたにとって、就職活動が終わったと考えるのはいつですか。(ひとつだけ)  

平成 26 年 平成 27 年 ま
だ
終
わ
っ

て
い
な
い9 月

以前 
10月 11 月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

時就職活動が

終わったと

考える時期
□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □
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Q40 

企業等からあなたの意思に反して他の企業等への就職活動の終了を強要するようなハラスメント的

な行為を受けたことはありますか。  

○ ない

○ ある

※「ある」を選択した者は Q40_1～Q40_3 に回答の上調査終了。「ない」を選択した者は Q40 で調査終了。 

Q40_1 

どのようなハラスメント的な行為を受けましたか。(当てはまるもの全て)  

○ 内々定を出す代わりに他社への就職活動をやめるように強要された

○ 内々定後長時間(長期間)の研修があり、他社の選考を受けられなくなった

○ 内々定後懇親会等が頻繁に開催され、必ず出席するように求められた

○ その他

Q40_2 

企業等からハラスメント的な行為を受けたのはどの時期でしたか。(当てはまるもの全て)  

企業等からハラスメント的な行為を受けたのはどの時期でしたか。（複数選択）

平成 27 年 

3 月 
以前

4 月 
前半

4 月 
後半

5 月

前半

5 月

後半

6 月

前半

6 月

後半

7 月

前半

7 月

後半

8 月 
前半

8 月 
後半

9 月 
前半

9 月

後半
10 月

企業等からハラ

スメント行為を

受けた時期

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

Q40_3 

ハラスメント的な行為について相談したことはありますか。(当てはまるもの全て)  

○ 大学のキャリアセンターに相談した

○ 大学の指導教授等に相談した

○ 大学の OB,OG に相談した

○ 両親・親戚に相談した

○ まわりの友達に相談した

○ ハローワークに相談した

○ その他

○ 相談しなかった
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